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シリーズ４

第
１
次
村
上
市
男
女
共
同
参
画
計
画

─
基
本
目
標
Ⅰ
　
男
女
が
と
も
に
認
め
合
い
、尊
重
し
合
え
る
ま
ち
づ
く
り
─
　
そ
の
②

基
本
目
標
Ⅰ
の
体
系

重
点
分
野
３

女
性
に
対
す
る

暴
力
の
な
い
ま
ち
の
実
現

　

市
民
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
セ
ク

シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
ハ

ラ
）、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
の
被
害
を
受
け
た

人
が
い
ま
し
た
。

　

被
害
を
受
け
て
も
ど
こ
（
誰
）
に

も
相
談
し
な
か
っ
た
と
い
う
人
が

40
％
以
上
を
占
め
ま
し
た
。

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
決
し
て
許

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
幼
少
期
か

ら
の
継
続
的
な
人
権
教
育
が
必
要
で

す
。

　

ま
た
、
暴
力
根
絶
に
向
け
た
積
極

的
な
広
報
活
動
で
被
害
の
発
生
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
環
境
づ
く
り
や
相

談
窓
口
を
周
知
す
る
な
ど
、
被
害
者

に
対
す
る
支
援
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

基
本
目
標
Ⅰ
は
、
２
回
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
号
は
重

点
分
野
３
・
４
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

男
女
が
と
も
に
認
め
合
い
、
尊
重
し
合
え
る
ま
ち
づ
く
り

　
　

重
点
分
野
１　

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
や
慣
習
の
見
直
し

　
　

重
点
分
野
２　

男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の
教
育
・
学
習
の
充
実

　
　
重
点
分
野
３
　
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
な
い
ま
ち
の
実
現

　
　
重
点
分
野
４
　
生
涯
に
わ
た
る
女
性
の
心
と
体
の
健
康
づ
く
り

今号で

紹介す

る分野

自分が被害を受けた

同じ職場・学校・地域（町内会等）の女性で被害を受けた人がいる

同じ職場・学校・地域（町内会等）の男性で被害を受けた人がいる

友人・知人で被害を受けた人がいる

自分自身や友人・知人で被害を受けた人はいない

「セクシャル・ハラスメント」という言葉を初めて聞いた

その他

無回答

0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％

▲セクシャル・ハラスメント（セクハラ）について
30.0％ 35.0％ 40.0％ 45.0％ 50.0％

5.8％

6.9％

1.5％

11.0％

47.4％

3.8％

3.1％

27.3％

相手に直接抗議した

職場や学校の苦情処理機関や上司・教師に訴えた

相談機関や窓口に相談した

家族や友人に相談した

どこ（誰）にも相談しなかった

その他

0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％

▲セクシャル・ハラスメント（セクハラ）の被害を受けた時の対応について

※男女共同参画に関する意識調査（平成23年度実施）から

30.0％ 35.0％ 40.0％ 45.0％ 50.0％

20.4％

16.7％

1.9％

13.0％

44.4％

3.7％
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重
点
分
野
４

【
課
題
解
決
の
た
め
の
施
策
】

施
策
⑴

　�

あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
防
止
に
向
け
て

の
啓
発
の
推
進

①
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
防
止
に
向
け

た
広
報
、
啓
発

［
福
祉
課
］

②
事
業
所
に
向
け
て
の
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
・
対
応

に
向
け
た
意
識
啓
発

［
商
工
観
光
課
］

③
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
防
止
・
根
絶
に

向
け
た
教
育
の
実
施

［
学
校
教
育
課
］

施
策
⑵

　�

相
談
体
制
の
充
実

①
家
庭
相
談
員
に
よ
る
相
談
体
制
の

充
実
と
相
談
窓
口
の
周
知

［
福
祉
課
］

②
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相

談
窓
口
の
設
置

［
市
民
課
・
福
祉
課
］

③
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
充
実
と
相

談
窓
口
の
周

知
［
介
護
高
齢
課
］

【
課
題
解
決
の
た
め
の
施
策
】

施
策
⑴

　�

生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
心
と
体
の

健
康
づ
く
り
の
推
進

①
各
種
検
診
（
が
ん
・
基
本
・
特
定
）、

事
後
指
導
や
訪
問
事
業
の
実
施

［
保
健
医
療
課
］

②
地
域
で
の
更
年
期
な
ど
の
健
康
教

育
の
実
施

　

［
保
健
医
療
課
］

③
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
の
助
成

［
保
健
医
療
課
］

④
食
生
活
改
善
調
理
講
習
会
の
開
催

［
保
健
医
療
課
］

⑤
介
護
予
防
教
室
の
開
催

［
介
護
高
齢
課
］

⑥
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進
の

推
進

［
保
健
医
療
課
、
生
涯
学
習
課
］

⑦
心
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

［
保
健
医
療
課
、
福
祉
課
、

　

介
護
高
齢
課
、
生
涯
学
習
課
］

施
策
⑶

　

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

①
県
女
性
福
祉
相
談
所
等
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化

［
福
祉
課
］

②
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の

開
催
等
に
よ
る
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化

［
福
祉
課
］

生
涯
に
わ
た
る
女
性
の

心
と
体
の
健
康
づ
く
り

　

市
民
意
識
調
査
に
よ
る
と
80
％
が
、

「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康

と
権
利
）」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
な
い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
が
お
互
い
の
身
体
的
特
徴
を

理
解
し
、
相
手
に
対
す
る
思
い
や
り

を
持
っ
て
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

心
身
の
健
康
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
を
身
に
付
け
、
健
康
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖
に
関

す
る
健
康
と
権
利
）
の
趣
旨
を
広
く

施
策
⑵

　�

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健

康
と
権
利
）
に
関
す
る
啓
発
の
推

進
①
妊
婦
健
康
診
査
へ
の
助
成
や
妊
産

婦
へ
の
訪
問
事
業
の
実
施

［
保
健
医
療
課
］

②
思
春
期
に
お
け
る
保
健
事
業
の
実

　

施
［
保
健
医
療
課
］

③
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
中
心

と
し
た
健
康
教
育
や
相
談
会
の
実

施
［
保
健
医
療
課
］

●
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
企
画
政
策
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
５
３
２
）

社
会
に
浸
透
さ
せ
な
が
ら
、
女
性
の

生
涯
に
わ
た
る
心
身
の
健
康
に
配
慮

し
た
総
合
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

▲リプロダクティブ・ヘルス／ライツ
（性と生殖に関する健康と権利）の認知度
※男女共同参画に関する意識調査（平成23年度実施）から

内容を知っている
0.9％

聞いたことがある
6.2％

聞いたことがない
80.0％

無回答
12.9％


